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Postnatal depletion of maternal cells

biases immune cytotoxic cellls' profile

toward maturation and activation in the
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胆道閉鎖症のような新生児の炎症性疾患の治療や緩和に貢献する可能性がある。
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移入した母由来細胞の生理的意義解明

FACS Aria

マウス胎仔の母親細胞の細胞種とその割合を調べたところ、多くの細胞が免疫担当細胞であり、その割合は個体によって大きく異なる

ことが判明した。ジフテリアトキシン受容体を持つマウスから生まれてきた仔マウスにジフテリアトキシンを投与し、母親細胞の除去を試

みたところ、脾臓において母由来細胞が減少することが確認できた。この出生後に母親細胞が減少した仔マウスでは、T細胞やNK細胞

で過剰な活性が起きていることが明らかになった。このことから母由来細胞には子の過剰な免疫反応を抑制する役割がある可能性が

あると考えられる。本研究の成果は2022年11月4日に「Scientific Reports」、2022年11月9日に「Biology Open」に掲載された。
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